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褐炭ｶﾞｽ化 
水素製造 

業務・産業用ＦＣｺｼﾞｪﾈ 
（2017 年市場投入） 

自家発ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝｺｼﾞｪﾈ 
水素専焼（Dry）（実証）*4） 

水電解水素製造 

ｱﾝﾓﾆｱ 
ﾛｰﾘ 

革新的 
ｱﾝﾓﾆｱ 
合成 

 

海外ＣＣＳ 

天然ガス改質 
水素製造 MCH ﾛｰﾘ 

原子力 

液水ﾛｰﾘ 

  

天然ガス 

風力発電 

水力発電 

褐炭 

太陽光・太陽熱 

トルエンタンカー 

アンモニアタンカー 

液化水素タンカー 

ｵﾌｻｲﾄ脱水素 ＭＣＨタンカー 
メチルシクロへキサン

（MCH）製造 

ﾊｰﾊﾞｰ 
ﾎﾞｯｼｭ法 
ｱﾝﾓﾆｱ 
合成 

ｵﾌｻｲﾄ 
分解 

ｵﾌｻｲﾄ 
気化 

液体水素 
貯蔵 

窒素 

ﾊﾞｲｵﾏｽｶﾞｽ化水素製造 

バイオマス 

ﾄﾙｴﾝﾛｰﾘ 

ｵﾝｻｲﾄ脱水素 

ｵﾝｻｲ気化 

ｵﾝｻｲﾄ分解 

＜貯蔵（国内）＞ 

海外 
CO2 フリー 

水素 

輸入 
CO2 

フリー 
水素 

（２０３０年～） 

（２０２０年～） 

水素ＣＩＦｺｽﾄ 
= 40～30 円/Nm3,*2) （by 2030） 

= 25～20 円/Nm3,*2) （by 2050） 

＜エネルギー 
  キャリア＞ 

（２０２０年小規模実証*1）） 
（２０２５年商用実証*2）） 
（２０３０年～商用*2）） 

（２０２０年小規模実証*1）） 
（２０２５年～商用*2）） 

風力発電 

太陽光発電 

水電解 

石油化学 
副生水素 

国産 
CO2 フリー 

水素 

国内水素の現状*4）：  
・製造設備規模= 約 360 億 Nm3/年 
・製造量（含自家消費）= 150～220 億 Nm3/y 
・外販量= 2～4 億 Nm3/y  

製油所 HPU 
製造余力水素 

 食塩電解 
副生水素 

                

＜資源（海外）＞ ＜変換プロセス（海外）＞ 
＜海上輸送＞ 

＜利用＞ 

＜輸送・変換＞ 

自家発ｶﾞｽｴﾝｼﾞﾝｺｼﾞｪﾈ*4） 

（２０４０～） 

水素利用量 
34 億*1）⇒ 340 億*6）Nm3/y （by 2030） 

1,120 億*1）⇒ 2,200 億*6）Nm3/y 
（将来≒2050） 

太陽熱 
発電 

太陽光 
発電 

HTTR設備

高温ｶﾞｽ炉／IS-熱化学法
水素製造

HTTR設備HTTR設備

高温ｶﾞｽ炉／IS-熱化学法
水素製造

核熱利用熱化学水素製造 

光合成 光触媒 

太陽熱利用熱化学水素製造 

31.3 万台*5) 

ｴﾈﾌｧｰﾑ 
FC 乗用車 

H2 ST：117 箇所*1) 

製油所HPU代替（実証）*4） 

脱硫用水素 
（船舶燃料重油の 
低硫黄化規制対応） 

H2 ST 

FCV 

FC ﾊﾞｽ 

FC ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ 
ｴﾈﾌｧｰﾑ 

LNG/水素混焼火力（実証）*4） 
水素混焼可能割合：～30vol%*2） 

MCH ﾀﾝｸ 

ﾄﾙｴﾝﾀﾝｸ 

国内水素（CCS なし製造・副生・余力等） 

輸入 
水素 
（CCS 
なし） 

水力発電 

バイオマス 

光触媒 

光合成 

ガス化 

アンモニア製造 
余力水素 

鉄鋼 
COG 水素 

57 台*1) 3,757 台*1) 

化石由来水素＋CCS 
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
由
来
水
素

FC 
ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ 

250 台*1) 

（写真： 
トヨタ HP） 

FC ﾊﾞｽ 

＜発電事業用水素発電の本格導入*1)＞ 
＜大規模ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝの確立：ﾉﾝ CO2 フリー 

水素*1)＞ 

＜大規模ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ：CO2 フリー水素*1)＞ 
＜革新的技術＞ 

水素利用量：1,120 億*1）⇒ 2,200 億*6）Nm3/y 
at 20 円*1）/Nm3  by 2050 

光触媒水分解水素製造／人工光合成*4） 
純水素／純酸素燃焼水素ﾀｰﾋﾞﾝ*4） 

水素還元製鉄 

・Super COURSE50 （2035～）*３） 
（高炉による水素還元：外部水素） 

・ゼロカーボン・スチール（2050～）*３） 
水素還元製鉄（高炉を使用しない）*３） 

： 900 箇所*1) 

： 80 万台*1) 

： 1,200 台*1) 

： 1 万台*1) 
： 530 万台*1） 

メチルシクロ 
ヘキサン*1) 

（MCH） 

アンモニア*1) 
（含ﾋﾄﾞﾗｼﾞﾝ） 

 

液化水素*1) 

トルエン 

回収 CO2 

ｶｰﾎﾞﾝ 
ﾆｭｰﾄﾗﾙ 

液化ﾒﾀﾝ*1） 液化 

ﾒﾀﾈｰｼｮﾝ 
ﾒﾀﾝ*1) 

 

液化メタン 
タンカー 

（LNG ﾀﾝｶｰと同） 

液化 

既存インフラを活用し 
既存ユーザに供給 

直接利用（ｱﾝﾓﾆｱ 
燃焼ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ）*1） 

ﾒﾀﾈｰｼｮﾝ 
ﾒﾀﾝ*1) 

回収 CO2 

＜COURSE50（高炉による水素還元：所内水素）*3）

自家発ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝｺｼﾞｪﾈ 
水素専焼（Wet）（2018 年実証） 

＜小規模水素ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝの実証*1)＞ 
（CCS なし＆あり） 

（実証） 

（実証） 

（商用） 

 

水素ｶﾞｽｶｰﾄﾞﾙ 

水素ｶﾞｽﾛｰﾘ 

ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ輸送 

水素利用量：34 億*1）⇒ 340 億*6）Nm3/y 
at 30 円*1）/Nm3  by 2030 

水素利用価格 

≒100 円/Nm3,*1)（現在の ST での販売価格） 

＝030 円/Nm3,*1) （by 2030） 

＝ 20 円/Nm3,*1) （将来≒2050） 

『CO2 フリー水素普及シナリオ研究』 
CO2 フリー水素普及シナリオ 

（工程別展開） 

添字（出所）  
*1）：METI 
*2）：事業者（KHI、千代化、MHPS） 
*3）：日本鉄鋼連盟 
*4）：ＩＡＥ  *5）：日本ガス協会  
*6）：新聞等ﾆｭｰｽ記事 

【添付 108】 
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普及台数 
・モビリﾃｨ at 2019 年度末 
・ｴﾈﾌｧｰﾑ at 2019 年末 


